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と う わ

● マッサージ録 ● ～訪問していて、嬉しかった事や喜んで頂けた事など～

居宅患者様に、「こんな時期に訪問して良いものかわかりませんが・・・」とお話ししたとこ
ろ、「こんな時期でも来てくれてありがとう。」とのお言葉をいただきました。良い機会と捉
え、訪問日数を増やしてほしいとの依頼もあります。
感染予防に細心の注意を払いつつ、訪問できるところでは最高の施術をお届けします！

訪問マッサージ・鍼灸施術は、『社会生活を維持する上で必要な医療』と認めら
れています。そのため、新型コロナウィルス感染症の緊急事態措置による休業
要請の対象からは外れています。
身体状況改善のため、社会経済活動再開のため、今お休みしている患者様の
再開も視野にいれつつ、継続できる患者様のところには随時施術を提供して
いきます。

日常的に衛生面の管理は徹底していましたが、より身を引き締めて業務にあ
たります。

新型コロナウィルスの蔓延に対する対応と取り組み

新型コロナウィルスの蔓延により、政府より緊急事態宣言
が発令されました。
外出自粛、不安な日々が続きますが、居宅患者様への訪問
施術は、ご希望がある限り継続しています。
もちろん『コロナウィルスの罹患・感染を防止するための
取り組みを徹底』した上です！

■ 藤和マッサージ全社員の取り組み（施術者・事務職問わず） ■

スタッフ全員、毎日の検温と、患者様・患者様ご家族の検温確認。
（37.0度以上の場合は施術中止！）

施術前後、外出後の手洗いうがいの徹底。
（洗面所をお借りすることがあります。ご協力お願いします。）

アルコールによる手指消毒。
常時マスク着用。（全社員に洗えるマスクを提供済）
空間除菌用品の携行。
社外イベント中止、参加自粛。
長時間施術の場合の換気。（居宅患者様に特にお願いしています）

Point!



◎医療・介護関連ニュース◎

無料体験マッサージ、いつでもお気軽にどうぞ

相模原院☎042-855-0420  相模原市南区南台4-13-23-1階

町田院 ☎042-851-7528 町田市森野4‐17‐23-2階-B

海老名院☎046-204-5482 海老名市中央3-3-13-202

二俣川院☎045-442-5439 横浜市旭区二俣川1-32-100

青葉台院☎045-508-9560 横浜市青葉区榎が丘14-3-205

と う わ

藤和マッサージ
エステ・転倒予防トレーニング☎0120-900-894

【訪問マッサージ・はりきゅう】

新型コロナの便乗詐欺に要注意！ 家族の会らが呼びかけ
（2020年4月15日ケアマネタイムスより）

■ 「新型コロナウイルスの影響で困っているからすぐにお金を、という電話があり渡してしまった」

国民生活センターが14日に更新したページで紹介している事例だ。クレジットカード番号などを詐取しようと、
SNSやメールで「マスクが買えるサイト」などと誘うケースも報告されている。

警察庁のデータによると、こうした手口に騙されてしまうのはやはり高齢者が多い。「これはあやしい」と感じた
場合、介護職らが一声かければ被害を防げる可能性が高まりそうだ。

■ 国民生活センターのページによる、実際の電話内容

○「新型コロナウイルスの検査が自宅でできる商品がある。10万円で販売する」という不審な業者が家に来た。
○信用金庫の職員を名乗る電話があり、新型コロナウイルスの関係で必要と口座番号・暗証番号を聞かれた。
○水道局を語り、「新型コロナウイルスがついているので除去する」という不審な電話があった。

上記のような事例も紹介されている。

認知症の人と家族の会は、「十分に注意しましょう」と強調。国民生活センターは、「今後、新たな手口が出てく
る可能性もある。少しでもおかしいと感じたら、早めに188番の『消費者ホットライン』などにご相談を」と呼びか
けている。

緊急事態宣言が全国に拡大 介護現場、綱渡り続く
（2020年4月17日ケアマネタイムスより）

■ 政府は16日、緊急事態宣言の対象地域を全国に拡大

政府が定めた「基本的対処方針」では、インフラや物流・運送、食品供給、医療などと介護は同じカテゴリ。
「継続が求められる事業」と位置付けられている。

厚労省は通知で、「食堂や詰め所でマスクを外して飲食をする場合、他の職員と一定の距離を保つこと」も求
めた。外部からの面会を原則として断ることも指示。家族が心配しているなど必要があれば、ビデオ通話で対
応するよう促している。

訪問介護については、感染すると重篤化する恐れの強い職員をなるべく行かせないこと、可能な限り担当職
員を分けて支援に入ることなどを要請した。ただ、ヘルパーは人手不足が深刻で高齢化もかなり進んでいる。
実際にとり得る対策は限られるとみられ、課題は非常に大きい。現場への支援策の拡充が急務となっている。


